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要性になってくることが示唆された。
　以上の課題に対して，第三者的な役割で専門
家が介在するメリットは以下である。
　今回の当該病院では，会社の人事担当との電
話でのやりとり，もしくは，人事担当者に病院
に訪問してもらうことにより，本人の詳細な状
況を共有している。したがって，会社人事とし
ては，精神医学的な観点からの本人の体調の説
明，リワークの参加状況（参加頻度，態度，発
言等），自己理解の内容，職場復帰後の本人の
キャリアのイメージ等，様々な観点から，本人
の状況を理解できるようになる。
　本人にとっても，自分から説明しづらいこと
でも，第三者の専門家から伝えてもらうことに
より，本人の状況をより正確に理解してもらう
ことにも繋がる。
　このような詳細な情報共有をすることによ
り，会社側としても，職場復帰後の受け入れ体
制を検討する材料にもなる。例えば，元の職場
への復職が原則の会社でも，リワーク・プログ
ラムを受講する中での自己理解に対する気づき
をもとに，本人から異動希望があれば，職場復
帰後，配置転換する等の配慮をしている企業も
ある。
　さらに，会社側から本人に対する要望を伝え
ることもできる。休職中に取り組んでもらいた
いことを要望できるようになり，休職期間の
キャリア上の空白期間を少しでも埋めることが
できるようになる。
　以上のように，休職中の「ブラックボックス
化」を防ぐことにより，職場復帰の精度を高め
ることができる可能性がある。
　そのためには，リワーク・プログラムを実施
する機関の精神科医，臨床心理士，精神保健福
祉士等の専門家が，本人と会社側の間に入り，
第三者的視点で，職場復帰を精度高く実施する
ためのコンサルテーションが必要である。
2. キャリア視点での支援の必要性
　当該病院は，メンタル面とキャリア面を統合
的に支援するプログラムを実施している。具体
的には，リワーク・プログラムでは，職場復帰
してからのキャリアデザインに力点を置いた支
援をしている。
　一般的に，自分が強みとしている仕事，部署
で精神疾患を発症しているケースが多く，自分
の仕事の取り組み方の見直しが必要になってく
る。
当該医療機関のリワーク・プログラムでは，自
己理解を進めるプログラムの中で，キャリア・
アンカー，リアセック等，キャリアのアセスメ
ント，ワーク等を通じて，職場復帰後のキャリ
アデザインをどのようにしていくのか，数多く
のプログラムを実施している。
　以下，キャリア関連のプログラムを導入する
メリットである。
①休職中に，自分の今後のキャリアデザインを
意識することにより，職場復帰がゴールではな
く，職場復帰することにより，新たなキャリア
が始まるという意識を醸成しやすい。
②将来のキャリアデザインをイメージすること
により，例えば，どのような資格が必要か等，
職場復帰後のキャリアを実現するために，自分
が学んでいくことの目標を設定しやすい。体調
の回復状況によっては，資格取得のための勉強
時間を生活リズムに組み込むこともできる。
③当該病院のリワーク・プログラムでは，キャ
リアデザインについて，仕事だけでなく，生活，
学び，地域活動，家庭，趣味等，人生における
本人の様々な役割を統合的に検討する内容に
なっている。職場復帰後の仕事だけでなく，趣
味等プライベートの時間の過ごし方のライフデ
ザインも検討している。したがって，職場復帰
してからも，プライベートの時間の充実等，職
場復帰の際に，辛い状況に直面しても対応でき
るようなストレスを軽減する対処も習得でき
る。
─ 67 ─
企業組織の職場復帰支援におけるメンタル面とキャリア面の統合的支援の実践
3. 属性が類似しているメンバー間の集団力動
　 の有効性
　一般的に，リワークの効果として，同じ精神
疾患を抱えた仲間からのアドバイスや指摘がそ
れぞれの参加者の気づきを促すことが指摘され
ている。
　当該病院の場合，顧問契約している企業の従
業員のみを対象とする特殊性がある。したがっ
て，リワークに参加するメンバーは，会社が職
場復帰を望んでいるメンバーであり，ある一定
レベルの能力，スキル等があることが想定され
る。したがって，グループワーク等で交わされ
るコミュニケーションレベルも一定レベルであ
り，そのようなメンバーからのアドバイス，指
摘については，メンバー相互の納得感もあり，
本人の自己理解の促進に有効に働いているケー
スが多いと思われる。
　一方，筆者が見学したリワークを実施してい
る病院では，様々な属性の方が参加している印
象があり，グループワークのコミュニケーショ
ンレベルも一定ではない印象があった。
4. 個別カウンセリングの必要性
　リワーク・プログラムにおいては，グループ
ワークの効果等，集団力動の効果に焦点が当た
りがちであるが，Ａさん，Ｂさんの支援のケー
スを通じて，個別カウンセリングの必要性も示
唆された。実際， 2つのケースにおいても，親
子間の課題，夫婦間の課題について，個別のカ
ウンセリングで取り上げ，その問題を整理でき
たことが，本人の状態が良くなることに寄与し
ている。
　このたびの2つのケース以外の筆者の経験で
は，休職に至った課題には，職場の課題，上司
とメンバー間の人間関係，業務内容の不一致，
長時間労働等，職場の問題が起因していること
が多いが，プライベートの問題を抱えている
ケースもある。
　したがって，夫婦関係の不和，親子間の長年
の課題等，リワーク・プログラム中のグループ
ワーク等のオープンな場では自己開示が憚られ
る問題に対して，個別カウンセリングの中で整
理することも必要になってくる。以上のように，
個別カウンセリングとグループワークを組み合
わせプログラムが有効になることが示唆され
た。
5. 自律的な生活リズムの創造
　当該病院のリワーク・プログラムの場合，週
3日の開催にしているが，それ以外のスケ
ジュールを参加者が自ら設計して，実行するこ
とを要望している。例えば，ヨガが趣味であれ
ば，その講座を生活リズムの中に組み入れた
り，資格取得が目標の場合は，図書館やカフェ
等で勉強することを組み入れたり，自分にとっ
て取組みやすいメニューを自分で選択誌を検討
して，実行する等，自律的な生活リズムの計画，
実行を支援している。
　既存の病院等のリワーク・プログラムは毎
日，開催しているケースが多いが，自分で生活
リズムを創造していくという視点では，1週間
の中で数日は自分でスケジュールを立案して，
その振り返りをして，自律的にスケジュールを
創造していく視点の必要性が示唆された。
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